
吸収量確保の見通しについて

森林・林業基本計画の目標を達成した場合の吸収量確保の見通し 現状(平成10年～12年)ベースで推移した場合の吸収量確保の見通し

２０１０年

吸収量算定対象

ha約1750万

※ 炭素への換算係数は、樹種、林齢ごとの成長量育成林

等の加重平均により算出（育成林は約1.77 、約1160万 育成林の適切ha Ct/ha

天然生林は約0.90 ）な整備･保全 Ct/ha

ha約1160万

議定書上の

吸収量

約1310万

吸収量 炭素ﾄﾝ

（ ． ）天然生林 保安林等の 約2580万 ３ ９％

約1350万 保全･管理 炭素ﾄﾝha

（ ． ）約 590万 ７ ７％ha

木材供給量

その他 約1270万

約 760万 炭素ﾄﾝha

（ ． ）３ ８％

２０１０年

吸収量算定対象

ha約1410万

育成林 必要な整備等

約1160万 が未実施ha

育成林の適切

な整備･保全

ha約 820万

議定書上の吸収量

天然生林 保安林等の 約 970万

約1350万 保全･管理 吸収量 炭素ﾄﾝha

（ ． ）約 590万 約1980万 ２ ９％ha

炭素ﾄﾝ

５ ９％ 木材供給量（ ． ）

その他 約1010万

約 760万 炭素ﾄﾝha

（ ． ）３ ０％

※ 保安林等の森林は十全に保全・管理がなされているものと想定

林業生産活動が停滞すると、森林
経営の範囲も狭まり、森林吸収の
算定対象も限定

適切な森林整備・保全の確保

が必要


